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)( ωiG  は周波数伝達関数 Frequency transfer function とよばれる。 
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ベクトル線図 
!prb0904a.bas 
option arithmetic complex 
set window -2,2,-2,2 
set axis color 1 
draw grid(0.5,0.5) 
 
let j=complex(0,1) 
let R=4 
let C=1000*10^(-6) 
def G1(s)=1/(R*C*s+1) 
def G2(s)=1/(s^2+1.5*s+1) 
 
set line width 3 
for w=0 to 1000 step 0.01 
   let s=j*w 
   let H1=G1(s) 
   let H2=G2(s) 
     
   plot lines:Re(H1),Im(H1) 
   plot lines:Re(H2),Im(H2) 
next w 
  
END 
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よって応答の性質が決定される。 根の位置とインパルス応答の性質を次のよ

うな図にしてみよう。 下半分の共役複素数は省いている。 
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９．８  ステップ関数は   
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とくに a と b が複素数の場合、 βα ia +=  、 βα ib −= とすると、  
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上の方程式はラプラス逆変換である。 

実数 aは G(s)のすべての特異点の実部よりも大きくなければならない。 

直接の積分は難しいが、もし

 の場合、積分

の経路が、左半分の面で、きわ

めて大きな半径 Rの半円で閉
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  ラプラス逆変換の経路  等価の経路 

                           複素平面での積分の経路 

 

複素平面上での閉じた経路での積分は次のように計算できる。  
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